
琵琶湖南湖における昭和10年代の藻採りの実態

１．背景・論点

現在の琵琶湖南湖

井手研究室 1512015 久野実乃里

２．研究の目的
・意義

３．研究方法

４．中間発表１以降の進捗状況（南湖周辺地域の6漁協へのヒアリング調査）

５．結論
調査の結果，以下のことが明らかになった
・藻は主に農家と，半農半漁の漁師が採っていた．
・山田では農家に頼まれた漁師が藻を採っており，藻の売買が行われていた．
→  しかしながら行われていたのは昭和30～40年代でそれ以前は行われていなかった．

今後の課題
・滋賀県統計全書（戦前）に藻の価格が載っていたのにも関わらず，藻の売買に関する証言が得られたのは昭和30 ～40年代の山田
のみ．ほかの市町村からは証言がえられていない．
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採った藻を肥料にしていた 藻を採る許可は必要なく
誰もが自由に採れた！！

藻＝水草大切な資源 除去の対象
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農家に頼まれ藻を採り，

売買していた．
一艘(約1 t）

当たり2千～3千円

・採った藻は木の桶に
藻をいっぱいに入れ，
天秤棒に担いで
畑に運んでいた．

出典：http://www.kanazawa-museum.jp/minzoku/teachers/data_detail08.html
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・溜め池や農水路に生えた藻を
採っていた．
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出典：http://www.kanazawa-museum.jp/minzoku/teachers/data_detail08.html

農家が藻を採っていた

手づかみで採っていた

湖
南
漁
協

・漁のついでに浮いてる藻を手
づかみで採る程度．

・採った藻は船着場の近くに畑
を持つ農家にあげていた．

主に昭和30～40 年代の話

漁師が藻を採っていた

じょれんで採っていた

漁
協

小
津
玉
津

・半農半漁がほとんど．
・6～8月にかけて毎日採り，
藁や人糞と重ねて堆肥にし
ていた． じょれんの長さは

約3.6 m
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